
pany 本社は Chicago ， Il linois , U. S. A . にある。アメ リ カ

の鉄道における寝台車 (sl eepe r) お よ びパー ラ 一事 (pa rl c r car) 

などの特殊な車の巡営はすべてプノレマソ会社の手によって行わ

れている。アメ リ カでは多数の鉄道が相互に直通する寝台車を

運用しているが， 寝台車を必~に応じて一部の鉄道に集結する

ためには，各鉄道がおのおの自分で持っていたのでは，かえっ

て不便であるため，この制度が設けられたものである。すなわ

ち夏には西北部に多数の寝台車を配備し ， 冬には避寒旅行の!燦

南部方簡に寝台車の運用を桶すな ど， 全国的な運用をはかつて

し、る。

アメ リ カの寝台車サー ビスは最初 George M. Pullman が

1859 年に Alton 鉄道の車両を改造して寝台車を造り ， サ ー ビ

スを拠供したのに始まるといわれている。したがって今 日アメ

リカではプルマソカ ー (Pullman ca r ) と いえば寝台車と同意諸

になっている。その後 1867 年にプノレマン会社が組織され， 車両

の製造とともに各鉄道と契約して寝台車サーヒ.スを提供した。

これに対してやがて幾つかの競争会社が出現したが， 1900 年に

すべてプノレマ γ会社にIí&収され， プノレマンの営業会社や車両製

造会社はすべて特殊会社プノレマンイソコーホ・ レ ー テ ァド (P u lト

man Incorpora ted) の傘下会社となり 一大コンツェノレソが形

成された。しかし 1946 年に独占禁止法の適用をうけ，プルマン

会組の営業と車両製造は別個のものとして行わるべきこ とが定

められ， 従米のプノレマン会社 (Pullman I ncor porated) は車両

製造会社として止まり ， 営業会社は 57 の鉄道の共同所有として

譲渡され，鉄道はその規模の大小によりプノレマン営業会社の株

を所有するとともに，白線内に運用する寝台車を買いとり ， 残

余の車は pool ca r としてプノレマ Y会社が所有し ， 鉄道相互の

直通に使用されることとなった。このようにして新しく生まれ

たプノレマン蛍業会社は，自ら所有する J1ï とともに， 各鉄道の所

有する事をも委託をうけて巡営している。いずれにせよ寝台車

である限りすべて， プノレマゾの運営にかかわるもので， 鉄道か

ら委託をうけた車はその鉄道の線で巡営し，プノレマンの事は各

鉄道に共通に配車している。

1951 年末現在フツレマン営業会社が巡営している車両は，

所有平鉄道の委託事 合計

Standard Sleeping Car 1 ，4 1 0 両 4 ， 102 両 5 ，512 阿

Tourist Sleeping Car 531 9 540 

Coach-Class Sleeping Car 4 。 4 

Composite Car 2 。 2 

Parlor Car 1,947 4,329 6,276 

なおこのほかメキシコで 61 ， カナダで 35 丙鉄道の委託を受

けて巡営している。

プノレマン会社は寝台車を:ìlli営するに当 っ ては寝具を準備し，

寝台 fAn品をfJ'l込む。寝台車，展望車等には通常フ勺レマン ・ コン

ダ F タ ー以 F 7'ノレマンの乗務員を配してサービスに当らせ，そ

の他都内の許可締，備品の洗たく等はすべてプルマソ会社で行う。

したがってこれら優等車を利用する旅客は:ìlli貨のほかに必ずプ

ノレ マ ン料金を支払わなければならない。

各鉄道とプノレマソとの問の契約は個々別々に行われ，その内

容も問ーのものでな く ， 鉄道によ って有利な条例ーで契約してい

るところもあれば，不利な条件で契約しているものもあり ， した

がって契約内容は公開されないことになっているので， 鉄道と

の関係の諸制Hは分らないが， おおよそつまのような関係にある。

l 会社はサービスに必要な人員 ・ 日Î1 rWIを挺供し，鉄道は無

料で会社の111を牽号 I(けんいん)する。

2 寝台車のサービスによる収入はある一定の割合が会社の

ブレーキしけ

収入となり ， 残余は会社 と 鉄道との聞のと りきめで配分される。

巡貨は鉄道の収入となる。

3 i通常の保守 (running maintenance) は鉄道の責任で，

そのほかの修繕は会社の負担である。

4 鉄道は会社のために寝台券その他の発売については便宜

を提供する。

5 会社が黒字のときはその利益は出資鉄道に配当されるが，

赤字の場合は逆に鉄道はその赤字を布Iì棋(ほてん)しなければな

らな L 、。

6 会社は寝台車のほか展望車， パーラ一事 (pa rl or car) 等

のサービスをも提供している。
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ブレーキきかんし々 ブレーキ機関車 (災) brake locomo-

t i ve 蒸気後|刻車が惰力運転をしている場合， あるいはA陥行ま

たは無火の状態で他の動力事によって引怒られている場合，そ

の後関車の逆転機を逆l匂の[立世にする と 蒸気軽量関は空気圧縮俊

の作用をすることとなり，煙室内の気体をシリンダに吸込んで

これを圧縮し圧縮空気室(シリンダから加減弁に至るまでの通

路で， γ リンダ蒸気室，主蒸気管，過熱管， 管寄せ，乾燥管な

どを総称してプレーキ犠|葉l専の場合圧縮空気室という)へ送り

込む(この場合加i威弁は閉じてある)。したがって圧縮される気

プレ ー キ 1量!掲Ifi作用時図

体の圧力がピスト γ而に1mわり 軽量以降工の走行抵抗が大き くなる。

この原理を使って蒸気後|羽車に可変荷重 と してのプレーキ力を

もたせたものがプレーキ後|鎚車であり ， !IìIJ力事の性能試験にお

いて， 同一条件の巡転を行うときに，プレーキ機関車を荷重と

して引滋ることにより線路の条件に応 じて負荷を調節する作用

をするものである。実際の場合燦室内の気休をシリソダに吸込

むのはシ γ〆が入って具合が思いので，切換弁によって外気を

吸入するのである.圧総空気室には空気Imì!武弁と安全弁があり ，
圧縮された空気はこれより外気に流出する。空気加減弁は運転

室で操作して圧縮空気室の圧力を調節し， 験l錦亭の走行抵抗を

加i威して可変荷重とするのである。プレーキの範IHIはだいたい

その後関車の粘着蹴の÷くらいまでである。ブレーキ酬率
は常時はけん引憾として普通の蒸気軽量関車と何ら奥なることな

く運転し得て，プレーキ作用を必要とする場合にプレ ーキ機関

車独特の運転を行えばよいわけである。(高桑五六)

ブレーキしけん ブレーキ試験 鉄道車両のプレーキ性能が

満足であるか否かを決定するのはプレ ーキ試験による。これTに

は単車あるいは列111 として実際の巡転中， あるいは新しく列車

が組成された際行う試験L 特別な試験装置に よ り室内で行う

試験とがある。前者はプレーキの性能を総合的に検討するか，

あるいは作用を確認するものであり ， 後者は車両の停止中にプ
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